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(57)【要約】
【課題】電動アクチュエータを駆動源として開閉動作す
る一対の羽根部材を備えた可動入賞装置において、電動
アクチュエータと羽根部材との間に位置する駆動機構の
部品点数を削減してその前後方向厚みを薄型化し、可変
入賞装置の小型化、他の部品やユニットのレイアウト自
由度を高める。
【解決手段】ソレノイド１５と羽根部材１６の回動軸１
８との間に介在する駆動機構を作動片４１と回動部材５
０の二部品から構成したので、部品点数の削減による薄
型化、小型化、組付け手数の削減、低コスト化、レイア
ウトの自由化を実現することができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技盤の前面に設けられ特定の条件を満たしたときに開放動作する可変入賞装置であっ
て、
　前記可変入賞装置は、閉止位置と開放位置との間を回動自在な状態で配置された羽根部
材と、
　前記羽根部材の背面側に配置されて前記各羽根部材を駆動する羽根部材駆動機構と、を
備え、
　前記羽根部材駆動機構は、前記各羽根部材から後方へ突出した回動軸により基部を夫々
固定されると共に該基部から外径方向へ突出した突出部に前記回動軸と平行に突設したピ
ンを有した作動片と、前記回動軸と平行な軸部を中心として回動自在に基端部を軸支され
た回動部材と、該回動部材の前記軸部に近い位置に設けた被係止部にプランジャを係止す
ることにより該プランジャの出没により前記回動部材をロック方向及びロック解除方向へ
回動させるソレノイドと、を備え、
　前記回動部材は、先部に前記ピンを遊嵌するガイド穴を有すると共に、該ガイド穴と前
記被係止部との間の部位から前記作動片に向けて突設されたロック片を有し、
　前記作動片は、前記ロック片と係合することにより回動不能とされる被ロック部を備え
、
　前記ソレノイドによって前記回動部材がロック位置に保持されていることにより前記ロ
ック片が前記被ロック部と係合している時には、前記羽根部材を開放方向へ回動させる操
作を禁止し、
　前記ソレノイドによって前記回動部材がロック解除方向に回動する際には前記ロック片
が前記被ロック部から離間するロック解除方向へ回動することにより、前記羽根部材を開
放方向へ回動させる操作を許容することを特徴とする可変入賞装置。
【請求項２】
　前記作動片と前記回動部材が、前記ソレノイドの幅内に位置するように構成したことを
特徴とする請求項１に記載の可変入賞装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の可変入賞装置を備えたことを特徴とするパチンコ遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特定の条件を満たしたときに羽根部材を開閉動作させる可変入賞装置、及び
パチンコ遊技機の改良に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　羽根物と称される可動盤面部品を備えた可動入賞装置を装備したパチンコ遊技機が従来
から知られている。羽根物は、ソレノイド、モータ等の電動アクチュエータを駆動源とし
て開放姿勢と閉止姿勢との間を回動する一対の羽根部材から成る。そして、所定の始動入
賞口に遊技球が入賞したときにソレノイドを作動させて一対の羽根部材を一回、或いは２
回程度開放動作させて、遊技盤面を流下する遊技球を捕捉して可変入賞装置内に導く。ま
た、ソレノイドがＯＦＦしたときには羽根部材を閉止させて遊技球を入賞し得ないように
する（特許文献１、２）。
　しかし、従来の羽根物にあっては、電動アクチュエータがＯＦＦ状態にあるときに閉止
位置にある羽根部材を人手によって強制的に開放方向へ押圧すると、電動アクチュエータ
が開放方向へ作動するため羽根部材を開放させることが可能となる。従って、例えば針金
等をガラス枠内に差し込んで羽根部材を開放させようとすれば簡単に開放させることがで
き、不正に賞球を得ることが可能となる。
　特許文献３に係る入賞装置においては、このような不正行為を防止するための手法とし
て電動アクチュエータのＯＦＦ時に可動翼片（羽根部材）が開放することを阻止するロッ
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ク機構が提案されている。このロック機構によれば、可動翼片を開放させて不正に賞球を
得ようとする行為を有効に防止することができるが、ソレノイド等の電動アクチュエータ
と可動翼片との間に介在する連動部材（ロック機構を含む）の前後方向厚みがソレノイド
等の厚みを越えているため、入賞装置全体の厚み寸法が増大し、遊技機の大型化、隣接す
る部品、ユニットのレイアウト自由度が低下するという問題を生じている。このようにロ
ック機構を含む連動部材の厚みがソレノイドの厚みを越えている原因は、連動部材の部品
点数が６個（２つの作動部材、ロック部材、係留部材、クランク、ピン）となっているこ
とにある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－８８６３９公報
【特許文献２】特開２００３－３１０９３５公報
【特許文献３】特開２００１－３５３３１６公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　以上のように開閉動作する一対の羽根部材を備えた従来の可動入賞装置にあっては、ソ
レノイド等の電動アクチュエータと羽根部材との間に位置する連動機構を構成する部品点
数が多く、前後方向厚みが電動アクチュエータを越えるため、可変入賞装置が大型化し、
他の部品やユニットのレイアウト自由度を低下させるという問題があった。
　本発明は上記に鑑みてなされたものであり、ソレノイド等の電動アクチュエータを駆動
源として開閉動作する一対の羽根部材を備えた可動入賞装置において、電動アクチュエー
タと羽根部材との間に位置する連動機構の部品点数を削減してその前後方向厚みを薄型化
し、可変入賞装置の小型化、他の部品やユニットのレイアウト自由度を高めるようにした
可変入賞装置、及びパチンコ遊技機を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明に係る可変入賞装置は、遊技盤の前面に設け
られ特定の条件を満たしたときに開放動作する可変入賞装置であって、前記可変入賞装置
は、閉止位置と開放位置との間を回動自在な状態で配置された羽根部材と、前記羽根部材
の背面側に配置されて前記各羽根部材を駆動する羽根部材駆動機構と、を備え、前記羽根
部材駆動機構は、前記各羽根部材から後方へ突出した回動軸により基部を夫々固定される
と共に該基部から外径方向へ突出した突出部に前記回動軸と平行に突設したピンを有した
作動片と、前記回動軸と平行な軸部を中心として回動自在に基端部を軸支された回動部材
と、該回動部材の前記軸部に近い位置に設けた被係止部にプランジャを係止することによ
り該プランジャの出没により前記回動部材をロック方向及びロック解除方向へ回動させる
ソレノイドと、を備え、前記回動部材は、先部に前記ピンを遊嵌するガイド穴を有すると
共に、該ガイド穴と前記被係止部との間の部位から前記作動片に向けて突設されたロック
片を有し、前記作動片は、前記ロック片と係合することにより回動不能とされる被ロック
部を備え、前記ソレノイドによって前記回動部材がロック位置に保持されていることによ
り前記ロック片が前記被ロック部と係合している時には、前記羽根部材を開放方向へ回動
させる操作を禁止し、前記ソレノイドによって前記回動部材がロック解除方向に回動する
際には前記ロック片が前記被ロック部から離間するロック解除方向へ回動することにより
、前記羽根部材を開放方向へ回動させる操作を許容することを特徴とする。
　ソレノイドと羽根部材の回動軸との間に介在する駆動機構（ロック機構を含む）を作動
片と回動部材の二部品から構成したので、部品点数の削減による薄型化、小型化、組付け
手数の削減、低コスト化、レイアウトの自由化を実現することができる。
【０００６】
　請求項２の発明に係る可変入賞装置は、前記作動片と前記回動部材が、前記ソレノイド
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の幅内に位置する（幅外に突出しない）ように構成したことを特徴とする。
　請求項３の発明に係るパチンコ遊技機は、請求項１又は２に記載の可変入賞装置を備え
たことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、ソレノイドと羽根部材の回動軸との間に介在する駆動機構、ロック機
構を作動片と回動部材の二部品から構成したので、部品点数の削減による薄型化、小型化
、組付け手数の削減、低コスト化、レイアウトの自由化を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係るパチンコ遊技機の全体正面図である。
【図２】可変入賞装置の正面拡大図である。
【図３】可変入賞装置の側部縦断面図である。
【図４】可変入賞装置を構成する羽根部材及び駆動機構の分解斜視図である。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は羽根部材及び駆動機構の閉止状態及び開放状態を示す斜視図
である。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は羽根部材及び駆動機構の閉止状態を示す正面図、及び背面図
である。
【図７】（ａ）及び（ｂ）は羽根部材及び駆動機構の開放状態を示す正面図、及び背面図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明を図面に示した実施の形態により詳細に説明する。
　図１は本発明の一実施形態に係るパチンコ遊技機の全体正面図であり、図２は可変入賞
装置の正面拡大図であり、図３は可変入賞装置の側部縦断面図であり、図４は可変入賞装
置を構成する羽根部材及び駆動機構の分解斜視図であり、図５（ａ）及び（ｂ）は羽根部
材及び駆動機構の閉止状態及び開放状態を示す斜視図であり、図６（ａ）及び（ｂ）は羽
根部材及び駆動機構の閉止状態を示す正面図、及び背面図であり、図７（ａ）及び（ｂ）
は羽根部材及び駆動機構の開放状態を示す正面図、及び背面図である。
　符号１は遊技盤であり、その前面のガイドレール２によって囲まれた遊技領域１ａの略
中央部には本発明に係る可変入賞装置Ａが配置されており、その上部にはドットマトリッ
クス表示器からなる図柄変動表示装置３が設けられている。符号４、５、６は一般入賞口
、７は可変入賞装置Ａの下方に配置された左右一対の一回開放用始動入賞口、８はその間
の中央に配置された二回開放用始動入賞口である。
【００１０】
　可変入賞装置Ａは、図２に示すように取付け基板９の中央に前面周囲を囲い枠１０で囲
われた大開口１１が開設されると共にその上方に図柄変動装置３が装着されている。また
、取付け基板９の後面には大開口１１を囲うように略箱枠状の本体枠１２が設けられてい
る。更に、本体枠１２の後側には本体枠１２を覆うように補助枠１３が装着されている。
１４は該補助枠１３の後面に装着され後記するソレノイド１５を取着するための取付板で
ある。
　取付基板９の前面には、囲い枠１０と図柄変動表示装置３との間であってその左右両側
に電動アクチュエータであるソレノイド１５により起立または外側に傾動して開閉する一
対の羽根部材（可動翼片）１６が設けられている。即ち、軸受部１７に回転自在に支持さ
れた回動軸１８の先端に羽根部材１６が設けられる。また、この回動軸１８は図３に示す
ように後方に延出されており、回動軸１８の後端部は羽根部材駆動機構（以下、駆動機構
という）４０を介してソレノイド１５のプランジャ１５ａに連結される。そして、ソレノ
イド１５がＯＮ・ＯＦＦ動作することにより、羽根部材１６が図２に実線・仮想線で示し
たように開放姿勢と閉止姿勢との間を開閉動作することにより可変入賞装置Ａを開閉動さ
せる。各羽根部材１６の開放時に遊技盤１面を流下するパチンコ球が捕捉され可変入賞装
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置Ａ内に入り易くなるようにしている。２１は可変入賞装置Ａ内に入賞したパチンコ球の
通過を検知するため可変入賞装置Ａの内部通過口２２に設けられた球計数スイッチである
。
【００１１】
　可変入賞装置Ａ、すなわち本体枠１２の内部空間２３は、大開口１１を介して遊技者が
透視できるようになっている。２４は内部空間２３の両側壁に設けられた回転振り分け部
材、２５は床２６面の奥端部に設けられた狸の人形である。また、２７は内部空間２３に
横断状に設けられ後方へ緩やかに下傾する傾斜棚で、球計数スイッチ２１を通過し内部空
間２３に上方より流落したパチンコ球Ｂは回転振り分け部材２４の球面上の適宜間隔で設
けた開口部２４ａを介して床２６面に転落するか、もしくは球面壁２４ｂに衝突し、この
傾斜棚２７上面を後方へ転がって人形２５に当たり床２６面に転落する。床２６面は前方
へ緩やかに下傾しており、床２６面に転落したパチンコ球Ｂを前方に転動させる。床２６
面の前縁中央部に特別入賞口２８が設けられ、特別入賞口２８の両側には通常入賞口２９
が設けられており、床２６面を転がったパチンコ球Ｂは特別入賞口２８または通常入賞口
２９に入賞し得る。そして特別入賞口２８には入賞球の通過を検出する特別入賞口スイッ
チ３０が設けられている。
【００１２】
　次に、図４乃至図７に基づいて可変入賞装置の構成、及び動作について説明する。
　可変入賞装置Ａは、遊技盤１の前面（遊技領域１ａ）に設けられ特定の条件を満たした
ときに開放動作する盤面部品である。
　可変入賞装置Ａは、閉止位置と開放位置との間を回動自在な状態で左右に離間配置され
た２つの羽根部材１６と、各羽根部材１６の背面側に配置されて各羽根部材を駆動する羽
根部材駆動機構（駆動機構）４０とから概略構成されている。
　なお、図示した実施形態では、羽根部材１６として左右に離間配置された二枚の羽根部
材を示しているが、離間する方向は左右に限らず、上下、斜め方向等々であってもよく、
また羽根部材の枚数も二枚に限らない。一枚であっても良いし、三枚以上であってもよい
。
【００１３】
　駆動機構４０は、各羽根部材１６から後方へ突出した回動軸１８により基部４２を夫々
固定されると共に基部から外径方向へ突出した突出部４３に回動軸１８と平行に突設した
ピン４４を有した作動片４１と、回動軸１８と平行な軸部５１を中心として回動自在に基
端部５２を軸支された回動部材５０と、回動部材５０の軸部５１に近い位置に設けた被係
止部５３にプランジャ１５ａを係止することによりプランジャの出没により回動部材５０
をロック方向及びロック解除方向へ回動させるソレノイド１５と、を備えている。
　回動部材５０は、先部（先端部）に作動片のピン４４を遊嵌するガイド穴５５を有する
と共に、ガイド穴５５と被係止部５３との間の部位から作動片４１に向けて突設されたロ
ック片５６を有する。
　作動片４１は、ロック片５６と係合することにより作動片４１、回動軸１８及び羽根部
材１６を回動不能とされる被ロック部４５を備えている。
【００１４】
　ソレノイド１５は図示しないバネによってプランジャ１５ａを常時突出方向へ付勢され
ると共に、ソレノイド本体への通電時にはバネに抗してプランジャを引っ込ませる。プラ
ンジャ１５ａは、被係止部５３において回動部材５０と係合しており、ソレノイドがＯＦ
Ｆしてプランジャが突出している時には図６のように回動部材５０は軸部５１を中心とし
て下方に回動する。この際、回動部材の先端部に突設されたピン４４はガイド穴５５の内
周上部に設けた凹所５５ａ内に嵌合する。
　また、ソレノイドがオンしてプランジャが引っ込んでいる時には図７のように回動部材
５０は軸部５１を中心として上方に回動し、ピン４４は凹所５５ａから離脱する。
【００１５】
　ソレノイド１５によって回動部材５０が図６に示したロック位置に保持されていること
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周上部に設けた凹所５５ａ内に嵌合して羽根部材１６を開放方向へ回動させる操作を禁止
している。このため、羽根部材１６を開放方向へ押圧しても開放動作することはない。一
方、ソレノイドによって回動部材５０がロック解除方向に回動する際には、ロック片５６
が軸部５１を中心として被ロック部４５から離間するロック解除方向（図７の上方）へ回
動することにより、ピン４４がガイド穴の凹所５５ａ内から脱出して羽根部材１６を開放
方向へ回動させる操作を許容している。
　なお、作動片４１をロックしたりロックを解除する機能は、専らロック片５６が被ロッ
ク部４５と係合したり係合を解除することによって実現されており、ピン４４が凹所５５
ａ内に嵌合したり、離脱する動作は、ロック及びロック解除機能にとって必須ではない。
【００１６】
　更に詳しくは、ロック片５６の先端部は、図６のようにプランジャ１５ａにより回動部
材５０が上方に引き上げられている時には被ロック部４５の先端部と当接して羽根部材１
６が開放方向へ操作されることを阻止する一方で、図７のようにプランジャ１５ａにより
回動部材５０が下方へ押し下げられている時には被ロック部４５の先端部の移動経路から
退避して羽根部材１６の開放方向への回動を許容している。
　つまり、回動部材の図６に示したロック状態から図７に示したロック解除状態に移行す
る際には、軸部５１を中心として回動部材５０が解除方向（図６（ｂ）の反時計回り方向
）へ回動するため、ガイド穴５５の底面５５ｂがピン４４を押し上げて羽根を開放させる
。
　また、図６に示したロック状態において羽根を手等によって開放しようとすると、回動
部材５０に対して軸部５１を中心とした図６（ｂ）の反時計回り方向への力が加わるため
、被ロック部４５がロック片５６の先端部により係止された状態となり、羽根を開放する
ことができなくなる。
【００１７】
　このように本発明においては、二部品４１、５０からなる駆動機構４０を羽根部材から
延びる回動軸１８に順次組み付けることによりソレノイドからの駆動力によって羽根部材
を開閉し、しかも閉止位置において羽根部材をロックするロック機構をも構築するように
したので、大幅な部品点数の減少によって駆動機構の薄型化を達成することができた。
　特に、作動片４１と回動部材５０がソレノイド１５の幅内に位置する（幅外に突出しな
い）ように構成することが可能となったので、図３に示したように可変入賞装置の全体厚
を薄型化することが可能となり、パチンコ遊技機の薄型化、部品間のレイアウト自由度の
向上を図ることが可能となった。
　このように本発明によれば、ソレノイドと羽根部材の回動軸との間に介在する駆動機構
を作動片と回動部材の二部品から構成したので、部品点数の削減による薄型化、小型化、
組付け手数の削減、低コスト化、レイアウトの自由化を実現することができる。
【符号の説明】
【００１８】
１…遊技盤、１ａ…遊技領域、２…ガイドレール、１０…囲い枠、１１…大開口、１２…
本体枠、１３…補助枠、１５…ソレノイド、１５ａ…プランジャ、１６…羽根部材、１７
…軸受部、１８…回動軸、２１…球計数スイッチ、２２…内部通過口、２３…内部空間、
２４ａ…開口部、２４ｂ…球面壁、２５…人形、２６…床、２７…傾斜棚、２８…特別入
賞口、２９…通常入賞口、３０…特別入賞口スイッチ、４０…駆動機構、４１…作動片、
４２…基部、４３…突出部、４４…ピン、４５…被ロック部、５０…回動部材、５１…軸
部、５２…基端部、５３…被係止部、５５…ガイド穴、５５ａ…凹所、５６…ロック片
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